
普
通
加
熱
淋
菌
「
ヲ
ク
テ

免
疫
阻
止
物
質
ノ
立
詮

第
五
報
得
研
製
腸
窒
扶
斯
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
テ
以
テ
ノ
抗
腸

窒
扶
斯
菌
「
オ
ブ
ソ
ニ
ン
一
産
生
ノ
阻
害

ン
」
中
－
一
合
有
セ
ラ
レ

タ
Jレ

京
都
帝
国
大
事
陥
商
聞
軍
部
外
科
教
室
〈
烏
潟
教
授
指
導
）

千

卓

大
間
学
院
畢
生

田

醤
準
士

「
内
容
妙
餓
〕
卵
黄
寒
天
商
＝
培
養
セ
ラ
レ
タ
ル
淋
菌
ヲ
権
時
飽
水
中
z
浮
湯
セ
シ
メ
、
数
日
間
氷
室
中
品
放
置
シ
タ
ル
モ
F

ヨ
リ
陶
土
壁
潟
、
過
一
一
テ
生
鴻
液
〈
N
・F
－
）
ヲ
得
。
其
一
部

ヲ
擁
氏
百
度
二
十
分
間
加
熱
シ
テ
二
十
分
煮
溶
液
（
F
－K
・二
O
）
ヲ
得
タ

p
。
共
＝

0
・
八
五
%
ノ
食
堕
ト

0
・五
%

ノ
石
炭
酸
ヲ
加
へ
タ

F
。
艶
照
ト
シ
テ
ハ

0
・五
%
石
炭
酸
加
0
・八

五
%
食
盟
水
ヲ
ト
リ
夕
日
。

家
見
二
頭
宛
一
群
ト
ナ
シ
、
各
群
－
一
前
記
N
・F
・、

F
－K
・ニ

O
、
封
照
食
瞬
間
水
0
・三、

0
・六、

0
・
九
施
－
二
解
析
製
腸
蜜
挟
新
商
「
ワ

ク
チ
ン
」
0
・＝
一路
宛
ヲ
加
へ
テ
注
射
セ

P
。

注
射
前
並
品
注
射
後
五
目
、
十
日
、
十
五
日
、
二
十
日
、
二
十
五
日
、
三
十
日
白
血
清
ユ
就
テ
腸
州
事
秩
斯
商
工
封
ス

ル
「
オ
プ
ソ
＝

γ
」
検
査
ヲ
行
ヒ
9
ル－
7
次
／
結
果
ヲ
得
9
p
o

（一）
F
－K
・ニ

O
加
「
ワ
ク
チ
ン
」
動
物
品
於
ケ
ル
血
中
「
オ
プ
ソ
ユ

y
」
産
生
ハ
一
一
一
者
中
最
大
＝
ジ
テ
且
ツ
長
期
＝
亙
P
テ
血
中
＝
保
存
セ
一
フ
レ
タ
リ
。
（
二
）
生
鴻
液
加
「
ワ
ク
チ
y
L
動

物
ノ
血
中
「
オ
プ
ソ
ユ
ン
」
産
生
ハ
釣
照
タ
ル
食
照
水
加
「
ワ
ク
チ

ン
」
動
物
ノ
ソ
レ
ト
大
同
小
異
ナ
P
キ
。
以
上
ハ
異
名
ノ
腸
同
署
♂柊
斯
術
抗
惣
ノ
庭
生
セ
ラ
ル
、
際
－
－
モ
亦
淋
爾
－
7
就
キ

「
イ
ム
イ
ヂ
ン

ι現
象
立
詮
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ

p
。
即
チ
コ
ハ
会
ク
「
イ
ム
ペ
ヂ
ジ
」
事
説
＝
一
致
ス
ル
貧
験
結
果
＝
シ
テ
結
局
煮
沸
免
疫
元
ハ
生
免
疫
一
万
ヨ
リ
モ
蓬
＝
優
秀
十
ル
モ
ノ
タ

ル
ノ
結
論
二
問
者
ス

u

緒

言

余
等
A

隊
二
一
喰
菌
作
用
ァ
指
標
ト
シ
ア
淋
菌
卵
黄
寒
天
培
養
ヨ
リ
ノ
得
タ
Y
生
漏
液
中
二
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ヲ
読
明
ジ
得
タ
リ
。
（
東
京
瞥
皐
曾

雑
誌
第
四
十
二
審
第
一
蹴
）

即
チ
黄
色
葡
萄
朕
球
菌
ノ
血
中
ニ
於
ケ
Y
喰
菌
作
用
A

淋
菌
生
漏
液
ヨ
リ
ノ
モ
同
業
鴻
液
存
在
ノ
下
－
一
於
ア
非
常
－
一
大
ナ
リ
キ
。

究
デ
余
等
A

侍
研
製
淋
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
ヲ
注
射
ス
U
F

コ
ト
ニ
ヨ

9
－
ア
抗
淋
菌
「
オ
プ

y
－
一
ン
」
、
抗
淋
菌
凝
集
素
、
抗
淋
菌
培
容
素
ガ
産
生
セ

第
六
品
位

「『

原

著
'-' 

一
七
九
）

平

一
七
九

〈
第
点
抗
措
蜘

回



第
六
A
e

「、

原

著
L」

子

国

一
八

O

（
第
伝
競

一
八

O
）

－ブ

Y

、
ニ
際
ジ
ア
モ
亦
淋
商
業
協
液
ノ
存
在
A

其
生
滅
液
ノ
存
在
ヨ
リ
ノ
モ
大
ナ
M
F

成
績
ヲ
皐

r
y
モ
ノ
ナ
M
Y

コ
ト
ヲ
立
詩
セ

y
。

余

等
A

夏

－
一
進
ミ
－
プ
侍
研
製
腸
窯
扶
斯
蘭
「
ワ
ク
チ
ン
」
ノ
注
射
－
一
ヨ
リ
ア
特
殊
凝
集
素
d
p

血
中
－
一
産
生
セ
ラ
戸
、
二
常
uJ
－
プ
モ
亦
同
時
一
一
淋
菌
養
減

液
ヲ
混
和
シ
タ
U
F

毛
ノ
A

同
生
滅
液
ヲ
混
和
シ
タ
Y

モ
ノ
ヨ

y
三
時
常
例
外
無
ク
ヨ
ク
大
ナ
Y
成
績
ヲ
泉
グ
Y

毛
ノ
ナ
U
Y

ヨ
ト
ヲ
明
白
ニ
立

詩
セ
リ
。

何
－
プ
更
二
進
ミ
ア
侍
研
製
腸
「
チ
フ
ス
」
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
ノ
注
射
－
一
ア
特
殊
「
オ
プ

Y

ニ
ン
」
ガ
産
生
セ
－
フ
M
F

、
－
一
際
シ
－
プ
モ
亦
淋
前
長
崎
被

ト
同
生
滅
液
ト
A

上
文
－
一
記
載
セ

Y
ト
同
様
ノ
作
用
ヲ
替
ム
ヤ
否
ヤ
ヲ
貫
験
結
果
－
一
庄
一
サ
ン
ト
欲
ス
。

賓

験

キオ

草寺

－
、
淋
菌
生
滴
液
（
回
目
）

淋
菌
卵
黄
寒
天
四
十
八
時
間
培
養
基
面
ヨ
リ
繭
韓
ヲ
掻
キ
採
9
蒸
舘
水
中
一
一
平
等
－
一
作
瀞
セ
ジ
ム
。
（
菌
容
量
ァ
測
Y

－
一
烏
潟
数
托
ノ
沈
澱

計
二
－
プ
二
度
目
即
チ
一
括
中
約

0
・
0
0
一
四
括
ナ

P
キ
σ
）
此
菌
浮
併
液
ヲ
其
憧
氷
室
中
二
一
敷
日
開
放
置
ジ
衣
デ
ジ

Y
ペ

Y

シ
ュ
ミ
ッ
ト

氏
陶
土
浦
過
器
品
ア
減
過
シ
、
更

ζ
0・
八
五

μ
ノ
割
合
－
一
食
盟
ト

0
・五

μ
ノ
割
合
－
一
石
山
灰
酸
ト
ヲ
加
へ
金
ク
無
色
透
明
ノ
液
ヲ
得
タ
リ
。

二
、
煮
溜
海
（
吋
・
岡
・
泊
。
、
）

前
記
生
鴻
液
ノ
一
一
部
ヲ
試
験
管
内
一
一
密
封
シ
、
構
氏
百
度
－
一
沸
騰
シ
ッ
、
ァ

Y
重
湯
煎
中
ニ
ア
二
十
分
間
加
熱
ジ
タ

9
0
此
際
何
等
ノ
沈
澱

モ
費
生
セ
ズ
、
液
A

依
然
ト
ジ
－
ア
全
ク
無
色
透
明
水
様
ナ
リ
ノ
キ
。

三
、
劉
照

0
・五
Mm
石
山
灰
酸
加

0
・
八
五

μ食
盤
水
ヲ
用
ヒ
タ
リ
。

四
、
免
疫
元
用
腸
窒
扶
斯
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」

大
日
本
帝
副
政
府
侍
染
病
研
究
所
製
造
ュ
係
7
換
防
液
ト
ジ
テ
接
貰
ぞ
ブ
レ
タ
Y

モ
ノ
ユ
シ
ア
賓
験
－
一
用
ヒ
タ

Y

モ
ノ
A

昭
和
二
年
九
月

十
五
日
製
造
六
十
九
競
ト
記
競
セ
ア
レ
タ
Y

毛
ノ
ナ
リ
ノ
。
蘭
容
量
ヲ
測
U
F

－
一
鳥
潟
敬
授
ノ
沈
澱
計
－
一
．
プ

O
．
五
度
目
－
ご

五
、
賓
験
動
物



一
関
重
一
九

O
O克
内
外
ノ
新
鮮
推
家
兎
ヲ
使
用
セ
η
ノ。

賓

輪

法

家
兎
六
頭
、
ァ
以
ア
一
群
ト
ナ
シ
甲
、
乙
、
丙
、
三
群
ヲ
準
備
シ
、
甲
群
ノ
内
二
頭
－
一
A

実
情
液

0
・
三
一
路
、
仙
ノ
二
頭
一
一
A

生
滅
液

0
・
三
託
、

残
リ
ノ
二
頭
－
一
A

封
照
ト
シ
ア

0
・
五
%
石
茨
駿
加

0
・
八
五

μ食
躍
水
0
・
三
一
括
－
一
各
々
賜
窒
扶
斯
蘭
「
ワ
ク
チ
ン
」
0
・
三
托
宛
ヲ
加
ヘ
ア
注

射
セ

y
o
九
群
－
二
前
記
生
・
業
減
液
並
－
一
一
割
照
各

0
・
六
括
－
一
各
々
腸
窒
扶
斯
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」

0
・
三
括
宛
ヲ
加
へ
、
丙
群
－
一
ア
A

生
・
煮
鴻

液
放
ニ
一
割
照
各

0
・
九
括
ェ
各
々
腸
窒
扶
斯
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」

0
・
三
一
括
宛
ヲ
加
へ
、
同
時
二
注
射
セ

y
。
注
射
ノ
際
ニ
吊
ニ
同
一
注
射
器
ヲ
用

ヒ
、
滅
液
並
－
一
「
ヲ
ク
チ
ン
」
A

各
々
同
一
容
器
ヨ
リ
採

y
、
耳
静
脈
ヨ
リ
唯
一
回
二
注
射
セ
η
ノ。

注
射
前
並
ニ
注
射
後
五
日
目
、
十
日
目
、
十
五
日
目
、
二
十
日
目
、
二
十
五
日
円
、
三
十
日
目
ニ
試
験
的
採
血
ア
ナ
ジ

d

ア
同
日
直
チ
ニ
「
オ
プ

ソ
ユ
ン
」
測
定
ヲ
行
ヒ
タ
リ
ノ
。

「
ォ
プ
ソ
ニ
シ
L
測
定
－
一
際
ジ
ア
A

極
メ
ア
敏
速
且
ッ
正
確
ヲ
要
ス

Y

コ
ト
勿
論
－
一

uv
－Y
潟
－
一
充
分
ノ
練
許
ト
熟
練
ト
ヲ
要
ス
。
然
弔
問
一
人

ニ
ヨ
リ
ア
同
一
血
清
ノ
測
定
ヲ
ナ
ジ
ア
モ
毎
常
同
一
ノ
結
果
ヲ
符
Y
A
難
シ
ト
セ
ラ

Y
。
蓋
シ
白
血
球
ト
被
喰
商
ト
ノ
比
例
或
A
白
血
球
ノ
活

力
ノ
相
違
等
毎
常
同
一
ノ
要
約
ヲ
待
Y

コ
ト
全
ク
不
可
能
ナ
Y

コ
ト
－
一
モ
因
Y
ペ
シ
。

故
ニ
吾
人
A

注
射
前
血
清
ヲ
貯
蔵
シ
債
キ
抗
血
清
ノ
検
査
ノ
都
度
同
一
白
血
球
ニ
ア
注
射
前
血
清
ヲ
毛
検
シ
ア
盛
一
考
－
一
資
ジ
ク
リ
。

方

「ォ．
7
7
Z
ン
測
定
方
法
L

「ォ．
7
7
Z
ン
」
測
定
材
料

－
、
注
射
前
血
清
並
－
－
免
疫
血
清
。
前
記
ノ
貫
験
方
法
一
一
ヨ
リ
ア
得
タ

Y

前
血
清
並
－
一
一
免
疫
血
清
A

線
－
プ
五
十
六
度
三
十
分
加
熱
－
｛
ヨ
リ

ア
全
部
非
働
性
ト
ジ
タ

Y

モ
ノ
ユ
一
於
ア
「
オ
プ

y
－
一
ン
」
測
定
ヲ
行
ヒ
タ
リ
ノ
。

二
、
健
常
家
鬼
血
清
。
二
町
内
外
ノ
新
鮮
雄
家
兎
三
頭
ヲ
準
備
シ
、
「
ォ
プ
ソ
－
一
ン
」
測
定
時
毎
4

交
互
－
一
採
血
シ
、
其
血
清
ヲ
五
十
六
度

三
十
分
加
熱
－
一
ヨ
リ
ア
非
働
性
ト
ナ
シ
ア
使
用
セ

y
。

第
六
品
位

F河

原

箸...... 

司王

同

i¥ 

（
第
内
山
城

一ヘ一〉



第
六
品
位

F可

原

箸
』」

卒

回

i、、

〈
第
小
川
競

一
八
ニ
）

三
、
補
種
。
健
常
家
兎
血
清
ヲ

y
ν

ノ
ミ
車
濁
－
て
ア
A

喰
菌
促
進
作
用
ヲ
殆
ン
ド
示
＋
ノ
ザ
Y
程
度
マ
デ
ュ
稀
薄
シ
ア
使
用
セ

y
。
貫
験
－
一
用

ヒ
タ

Y
家
兎
－
一
於
－
7
A
十
倍
稀
稗
ノ
モ
ノ
ヲ
（
幾
回
モ
準
備
貫
験
ノ
後
）
通
常
ト
詔
メ
ア
使
用
セ

9
0

四
、
白
血
球
液
。
時
重
三

O
O兎
内
外
ノ
海
狽
ヨ

y
採
取
セ
ソ
。
卸
チ
肉
汁
六
括
ヲ
前
記
海
底
ノ
腹
腔
内
ニ
注
射
ジ
、
四
乃
至
五
時
間
後
硝

子
毛
細
管
－
一
ア
穿
刺
シ
得
タ

Y
腹
腔
液
ヲ
葉
催
使
用
セ

y
。
カ
ク
ジ
テ
符
b
y
u
y

腹
腔
液
A

毎
常
殆
ン
ド
同
一
濃
度
ノ
モ
ノ
ヲ
得
－
フ
レ
且
ッ
洗

株
又
A

凝
回
阻
止
薬
等
ヲ
加
プ

Y
ノ
必
要
ヲ
認
メ
ズ
、
充
分
－
一
使
用
目
的
－
一
叶
へ

9
0

五
、
腸
窒
扶
断
菌
液
。
腸
窒
扶
斯
菌
二
十
四
時
間
寒
天
培
養
基
面
ヨ

9
白
令
耳
－
一
ア
前
帯
ヲ
採
リ

0
・
八
五

μ食
脇
町
水
中
ニ
狩
前
セ
ジ
メ
六

十
度
三
十
分
加
熱
殺
前
シ
タ
リ
。
商
容
量
ヲ
測
Y

－
ア
鳥
潟
数
授
ノ
沈
澱
計
－
一

7

0
・
五
度
目
的
チ
一
耗
中
約

0
・
0
0
0三
五
詑
ノ
モ
ノ
ヲ
最

モ
通
営
ト
認
メ
ア
使
用
セ
リ
ノ
。

「
オ
プ
ソ
ユ
ン
」
測
定
方
法
A

ラ
イ
ト
氏
ノ
「
オ
プ
ソ
二
ン
」
測
定
法
－
一
従
ヒ
タ

y
。
卸
チ
一
定
ノ
硝
子
毛
細
管
内
－
一
前
記
白
血
球
液
、
腸
宰
－扶

斯
菌
液
、
補
穂
、
血
清
ノ
順
ζ

各
々
同
量
宛
空
気
ノ
間
隔
ヲ
置
キ
ア
吸
入
シ
、
衣
デ
之
ヲ
時
計
肌
上
司
一
吹

hfmジ
ヨ
ク
混
和
ジ
タ

Y
後
、
更
－
一

他
ノ
硝
子
毛
細
管
一
一
入
レ
、
三
十
七
度
ノ
解
卵
器
内
二
十
五
分
間
放
置
シ
、
次
デ
塗
抹
標
本
ヲ
作

y
、
乾
燥
固
定
後
ギ
ム
ザ
氏
液
－
一
ア
染
色
検

鏡
セ

y
。

以
上
ノ
内
塗
抹
標
本
ヲ
作
Y
7
J
ア
ノ
操
作
A

極
メ
ア
敏
速
一
一
シ
ア
且
ツ
正
確
ヲ
期
ス

Y

コ
ト
A

勿
論
ナ

9
0

検
鏡
－
一
際
ジ
ア
A

多
核
白
血
球
ノ
輪
廓
正
シ
ク
良
ク
染
色
シ
且
ッ
孤
立
セ
w
y

毛
ノ
ノ
ミ
五
十
乃
至
百
個
ヲ
検
シ
、
菌
組
問
川
正
シ
ク
白
血
球
組
問

内
－
一
包
喰
セ
ラ
レ
タ

Y

そ
ノ
ノ
ミ
ヲ
計
算
シ
タ
リ
ノ
。

伺
シ
一
佃
ノ
白
血
球
中
十
佃
以
上
ノ
前
ヲ
包
喰
セ
グ
’
モ
ノ
A

諜
算
ノ
憂
ア

Y
ヲ
以
－
プ
除

外
シ
、
又
白
血
球
ト
前
ト
ノ
比
例
ノ
甚
ジ
ク
異

ν
y
親
野
－
一
於
ケ

Y
毛
ノ
モ
亦
除
外
シ
タ
リ
。

賓

験

第

茶
摘
液
、
生
滅
液
並
ニ
封
照
各

0
・
三
括
ユ
腸
窒
扶
斯
菌
「
ヲ
グ
チ

γ
」
0
・
三
括
宛
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Nachweis der die Erwerbung der Immunitat behindernden Substanz 

in der gewohnlichen Gonokokkenvakzine. 
. , 

V. Mitteilung : Behinderng bei der Erzeugung des gegen 

Typhusbazillen gerichteten Opsonins. 
． 

Von 

〆．

Dr. T. HIRATA. 

〔Ausdem Labor山

Die in der IV. Mitteilung angegebenen Sera wurden des weikren auf das gegen Typhusbazillen gerichtete 

Opsonin hin geprilft und die in folgender Tabelle zusammengestellten Resultate erhalten: 
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華民4く毒草 【l!i 樽］ 時国 1・只冨 （事長示室長 1 ~gr) 

NaCl-Li'>sung je 1.06 1.80 1.93 1.27 2.27 I・32
N.F. o.6 1.06 2.00 1.89 ' I.79 1.24 1.46 1.25 

F.K. 201 ccm I・33 2.10 i 1.67 2.72 [.74 2.55 2.29 

NaCl-Uhung ie 1. I 3 1.60 1.39 1.50 1.44 1.00 I.43 
N.F. 0.9 I. 13 1.30 1.61 1..)0 1.07 1.04 1.15 

F.K. 20' ccm I. I ) 2-60 2.11 2.40 J.47 J.74 J.82 

格 Vermischtmit 0.3 ccm einer Typhusbazillenvakzine. 

Ergebnisse. 

I) Der OpsoninindピX war bei den N.F.』 Tierenmeistens ein cleutlich kleinerer als bci den Kontroll-Tieren mit 
NaCl・Lふsung. Dies sagt uns, dass das im Nativantigen von Gonokokken enthaltcne Impedin die Erzeugung des 
<lurch die Injektion der Typh山 bazillenvakzineerfolge吋 enA山 typhusbazillenopsoninsbehinderte. 

2) Dagegen war der Opsoninindex bei den F.K. '201『 Tierenbetrachtlich grosser als bei den N.F.・Tierenbzw. 
Kontroll-Tiercn, cl. h. am grossten unter den 3 Gruppen der Versuch弓tiere. Dies ist der Be＼＼でisdafi.ir, <lass die 
impeclinlosen gじJosten.Mikrobensubstョnzen von Gonokokl王en die Em  erbung der spezifischen Imm unit孟t, die <lurch 
Typhusbazillenvakzine herbeigefi.ihrt wird, nicht nur behindert, sondern auch betr孟chtlichbegi.instigt oder fοrdert, eine 
Eigenschaft, die alien impedinlosen gelosten mikrobiotischen Substanzen gemeinschaftlich ist. 

3) Der Impedinwirku昭 kommtkeine Artspezifizitat der Mikroben zu. 
4) Die Impedinwirku昭 beiErwerbung der aktiven Immunitat ist sehr wahrscheinlich der die Phagozytose behindernden Eigenshaft des lmpedins zuzuschreiben (Autoreferat). 


